
認定看護師通信
今月は２人の認定看護師がそれぞれの活動報告を行います★

認知症看護認定看護師は地域における認知症ケアの啓蒙活動、
感染管理認定看護師は「日本環境感染学会」へ参加し演題発表をしました。
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認知症看護認定看護師

次回も、おたのしみに～

※認定看護師はＣＮと標記します。 Certified Nurseの略になります。

感染管理認定看護師

今回、「手指消毒使用回数の増加と恒常化へ向けた取り組み」
について、デジタルポスター発表を行いました。今回の学会で
は、特にICTラウンドの視点やフィードバック方法について
学ぶことができました。加算を取得することでの業務量の増加、
文書作成等への時間を割く必要があり、どの施設のICNも
効率化が問題視されている。システム化を開発している企業や
施設独自でツールを作成するなど、他施設の情報を知ることが
できました。当院は、加算１を取得したばかりですが、院内の
ラウンドだけでなく他施設とのラウンドや、介護施設・障がい者
施設との加算なども検討する必要があります。今後のフィード
バック方法や時間配分の考えについての参考となりました。

第３９回 日本環境感染学会
学術集会が京都国際センター
で開催されました。

6月は八木山の【松の実会】の皆様へ向けて、
７月には福祉フォーラムとして太白区周辺の地域住
民の皆様に認知症予防やケアのポイントについてお
話をさせていただく機会がありました。

とても多くの方にご参加いただき、認知症への
関心の高さを改めて実感しました。
「ためになった！」「認知症になっても自分らしく
生きていきたい」などのお声をいただき、認知症に
対するネガティブなイメージを少しでも払拭できた
のではないかと手ごたえを感じています！

病気は予防ももちろん大事ではありますが、認知
症の最も大きな原因は「加齢」。「認知症になれる
くらい長生きできてよかったね」と自然に言えるよ
うな社会作りに向け、今後も地域での活動に取り組
んでいきたいと思います。
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